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▶昨秋行われた弊社主催セミナーで，講師の任
和子先生が，「本題とは少し離れるのですが，近
年注目している課題で，管理者の皆さまと共有し
たい」と前 置きしてご紹 介くださったのが，

「“difficult learner” への対応・教育支援」でし
た。相前後して，本号の特集にご執筆くださった栗
原美穂さんから「こぼれ落ちない人材育成」とい
う教育コンセプトを伺ったことも手伝い，特別な対
応を必要とする学習者，職場適応に困難を抱える
若手スタッフへの教育支援を考察する企画を温め
てきて，ようやく特集にすることができました。が，特
集内で任先生もお書きくださったように，臨床現場
や若手スタッフを取り巻くさまざまな課題が複雑に
絡み合う中，とてもチャレンジングなテーマでありま
した。「学習者を中心に据えた人材育成」「ダイ
バーシティ・マネジメント」は，複雑化する現代の
組織マネジメントにおける国際的キーワードのよう
です。読者の皆さまの声をお聞きしながら，第二
弾，第三弾の企画を展開していきたいと考えており
ます。� （小齋）

▶本号のシリーズ「看護におけるダイバーシティ・
マネジメント」内で登場した「地球市場」の放映
は 9 年前でしたが，グローバリズムの功罪を問い
直す胸に迫る番組でした。折しも，フィリピンの女
性看護師と話す機会がありました。看護師として
勤務しながら他のアルバイトもしているという彼女に

「国外で働きたいですか」と尋ねると，「金銭面で
は魅力的だけど，家族とは離れたくないし……」と
の答え。家族のためにフィリピンから香港に渡って
働き，6 年ぶりに帰ってきた母親が娘との関係に悩
むフィリピン映画「母と娘」（2000 年）を思い出しま
した。「地球市場」でも，海外で働く看護師が

「早くお金を貯めて家族のもとに帰りたい」と語っ
ており，それでも生活のために国外へ働きに出ざる
を得ない葛藤を深く考えさせられました。今回は

「男性看護師」という切り口で世界を覗いてみまし
たが，世界の医療が孕むさまざまな社会的問題の
根深さと，看護が社会，生活といかに密接に連関
しているかを再認識する編集作業でした。
� （笹山）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をよろしくお願いいたし
ます。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。あ
わせてフォローをお願いいたします。

facebook始めました！

特集
現場の看護実践力を継続的に高める！

臨床と基礎教育の連携による 
質の高い実践者の育成
新人看護師が入職後に求められる能力と，看護基礎教育で習得してきた能力の乖離は，リアリティ
ショックや離職率の増加につながっており，解決のための方策が求められている。その方策の1つと
して，専門学校や単科大学など附属の病院を持たない基礎教育機関と病院が連携して，教育の質
向上や情報共有に取り組んでいる事例がある。この連携により，看護職の確保・新人の定着や，臨
床側の教育担当者および教員のスキルアップなどのメリットが生まれることが期待される。本特集では
この事例を中心に紹介する。� �
なお本企画は『看護教育』11月号と連動しており，弊誌では臨床側の視点，『看護教育』では基
礎教育側の視点から，同テーマを取り扱う。
愛知県主催による養成所・病院が連携した看護技術ジョイント研修
臨床に即した看護技術教育プログラム作成の取り組み
◉小野由季子／高口みさき／村瀬裕子／木下美穂
神奈川県における看護師養成教育・臨床交流システム
ユニフィケーションナースの配置による教育環境の整備
◉近藤美知子／和田幹子／渡辺加菜子／藤澤なお子
東京都立看護専門学校運営会議「全体会ワークショップ」
多様化する看護学生のありようを理解し，臨地実習を充実させる◉小坂智恵子
済生会中和病院と奈良県・畿央大学の互助連携
病院看護師を2年間専従で教員として大学に迎える取り組み
◉伊藤明子／石田めぐみ
巻頭
うちの師長会・主任会⑪　筑波大学附属病院
TOPICS
ベテラン看護師研修の現状と課題◉玉田雅美ほか
日本赤十字社幹部看護師研修センターによる
中間管理者の「管理・教育」実践能力を高める取り組み◉赤塚あさ子
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